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８．宮下弘子、草野圭子、江口忍：未熟児・乳幼児・小児の褥瘡 予防と治療、エキスパートナース、19巻11号、Page
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2003．

11．半澤節子・星野佳美：ニュージーランドにおける地域精神医療の展開～コンシューマのリカヴァリ（回復）を支え

る「地域訪問治療チーム」を中心に．第11回日本精神障害者リハビリテーション学会長崎大会抄録集：216-217、

2003．

12．半澤節子：書評「グループ活動の理論と実際～あなたもできるグループづくり」．響き合う街で、通巻61号：pp18、

2003．

13．安西信雄、倉知延章、田中英樹、寺谷隆子、半澤節子、山根 寛、野中 猛：座談会：新障害者プランの評価と精

神障害者リハビリテーションの実践課題．精神障害とリハビリテーション、7(1)：4-18、2003．
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１．田代隆良：肺炎．看護アセスメントに役立つ検査の読み方、上平 憲、田代隆良監修、医学芸術社、東京、2003、

p17-23

２．田代隆良：ノカルジア症．新臨床内科学 コンパクト版（第３版）、高久史麿、尾形悦郎、黒川 清、矢崎義雄監

修、医学書院、東京、2003、p701

３．田代隆良：放線菌症．新臨床内科学 コンパクト版（第３版）、高久史麿、尾形悦郎、黒川 清、矢崎義雄監修、医

学書院、東京、2003、pp701-702

４．田代隆良：真菌症．新臨床内科学 コンパクト版（第３版）、高久史麿、尾形悦郎、黒川 清、矢崎義雄監修、医学

書院、東京、2003、pp737-738
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５ 田代隆良：ノカルジア症、今日の治療指針 2003年版、山口 徹、北原光男総編集、医学書院、東京、2003、p164-165

６．鳥飼勝隆、田代隆良、松下修三、藤田紘一郎：感染症、year note内科・外科編（2004年版）、岡庭 豊編集、三角

和雄監修、MEDIC MEDIA、東京、2003、Ｈ1-Ｈ94．

７．中島久良、附属器 ２、第28回細胞診断学セミナーテキスト、日本臨床細胞学会教育委員会編、日本臨床細胞学会、

東京、46-49、2003．

８．中島久良、井上統夫、河野雅洋、抗リン脂質抗体症候群、看護アセスメントに役立つ検査の読み方、上平 憲、田

代隆良編、医学芸術社、東京、444-452、2003．

９．中島久良、ウインター症候群、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、177、

2003．

10．中島久良、弓状子宮、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、551、2003．

11．中島久良、クリッペル―フェイユ症候群、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東

京、648、2003．

12．中島久良、痕跡副角、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、907-908、2003．

13．中島久良、子宮奇形、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、1002、2003．

14．中島久良、子宮奇形を伴う多発奇形症候群、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、

東京、1002、2003．

15．中島久良、ジャルコ分類、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、1098、2003．

16．中島久良、重複子宮、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、1119、2003．

17．中島久良、双角子宮、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、1471-1472、

2003．

18．中島久良、単角子宮、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、1580、2003．

19．中島久良、中隔子宮、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、1623、2003．

20．中島久良、手足子宮症候群、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、1678、

2003．

21．中島久良、トアフ分類、医学書院医学大辞典、伊藤正男、井村裕夫、高久史麿編、医学書院、東京、1733、2003．

22．濱野香苗：部分執筆、医学大辞典、医学書院、2003

23．中尾理恵子：脳血管障害看護のポイント．看護アセスメントに役立つ検査の読み方．上平憲、田代隆良監修、医学

芸術社、483-484、2003．

24．波多江新平、山﨑真紀子：手袋着用のままで手洗いしてもいいですか？．EBM に基づく院内感染予防対策Ｑ＆Ａ、

国立病院大阪医療センター感染対策委員会編、南江堂、東京、16 2003．10

Ｂ-ｄ

１．今村圭文、朝野和典、金子幸弘、柳原克紀、宮崎義継、平潟洋一、田代隆良、河野 茂：緑膿菌の増殖期別薬剤感

受性、厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業、日和見感染症の治療に関する研究、平成14年度報告書、平

成12～14年度総合研究報告書 pp51-55、2003

２．岡田純也、田代隆良、岩永喜久子、松下哲朗、阿部克成、新里 健：動脈硬化危険因子および合併症と脈波伝播速

度に関する研究．長崎大学医学部保健学科紀要、16(1)：25-29、2003

３．田代隆良、浦田秀子、岩永喜久子、辻 慶子、半澤節子、鷹居樹八子、宮原春美、宮下弘子、石原和子：看護学生

に対するＢ型肝炎ワクチン接種成績．長崎大学医学部保健学科紀要、16(1)：51-55、2003

４．近藤達郎、松本 正：米国の遺伝医療、遺伝サービス、及び教育の現状．長崎大学医学部保健学科紀要、16：

31-35、2003

５．松本 正、清水貴士、土井知巳、近藤達郎：一方のAlleleのみに変異を認めた若年型糖原病 型の１例．長崎大学

医学部保健学科紀要、16：59-62、2003

６．松本 正、佐々木規子、宮原春美、土井知巳、天本なぎさ、近藤達郎：遺伝カウンセリング第２報；DMD疑い例の

保因者診断―DMD3’側の多型検索．長崎大学医学部保健学科紀要、16：63-65、2003

７．松本 正、堀井健一、近藤達郎： 遺伝相談（カウンセリング）」公開講座を実施して．長崎大学医学部保健学科紀

要、16：59-62、2003

８．松本 正、宮下弘子：韓国晋州大学との学術交流：韓国学生のホームステイ．長崎大学医学部保健学科紀要、16巻

２号 127-139、2003

９．宮下弘子、宮原春美、半澤節子、鷹居樹八子、浦田秀子、大石和代、岩永喜久子、岩木宏子、辻 慶子、中尾優子、

中尾理恵子、荒木美幸、佐々木規子、野村亜由美、岡田純也、志水友加、石原和子、寺崎明美： 家族看護学ワーク

ショップ in長崎」の開催概要とその評価、長崎大学医学部保健学科紀要、16巻１号、Page71-77（2003)

10．宮下弘子、宮原春美、山崎真紀子、佐々木規子：本学の小児看護学実習における受け持ち小児の治療処置と看護学

生の看護経験の変化、長崎大学医学部保健学科紀要、16巻２号、Page73-76（2003)

11．古川恵利、草野可代子、宮下弘子、西山久美子：医療依存度の高い患者の在宅支援―患者・家族の希望により自宅
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退院につなげた一事例―、長崎大学医学部保健学科紀要、16巻２号、Page77-81(2003)

12．宮原春美：地域で障害者の性を支援する．エイデル研究所季刊 セクシュアリティ、13号：98-102．

13．宮原春美、安日泰子：二次元イメージ法を用いた性教育の試み．長崎大学医学部保健学科紀要 16(2)：67-72、

2003．

14．教育用VTRの作成 宮原春美、安日泰子： ピアエデュケーションからだ探検隊だ子どもたちの性教育を える

だ」、フリーハンド、ながさき、33分、2003．10．

15．宮内士郎、中島久良、「子宮癌調査研究」事業報告書、長崎県、1-15、2003．

16 田川泰、井口 茂、東登志夫、中野裕之、平 貴天：試験前後における学生の試験ストレス評価とリンパ球サブセッ

トの変化．崎大学医学部保健学科紀要 16(2)、2003

17．田川 泰、井口 茂、中野裕之、片田美咲、園田容子、中原絵美：音楽療法とメラトニンの併用による循環動態と

皮膚温度の解析―有効かつ十分なリラックス効果を求めて―．長崎大学医学部保健学科紀要 16(2)、2003
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